
〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
〉

中
国
の
格
差
、
日
本
の
格
差
―
格
差
社
会
を
め
ぐ
る
日
中
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―

(「
社
会
発
展
過
程
中
貧
富
分
化
問
題
与
対
策
研
討
会
」)

一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
長

渡
辺

雅
男

二
〇
〇
八
年
五
月
一
七
日
と
一
八
日
の
二
日
間
、
一
橋
大
学
社
会
学
部
・
社
会
学
研
究
科
と
中
国
清
華
大
学
人
文
社
会
科
学
院
、

中
国
社
会
科
学
院
政
治
学
研
究
所
は
兼
松
講
堂
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
本
館
二
一
番
教
室
を
分
科
会
会
場
に
「
中
国
の
格
差
、
日
本
の

格
差
―
日
中
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。
激
し
い
経
済
成
長
の
な
か
で
貧
富
の
格
差
拡
大
に
苦
悩
す
る
中
国
、
失
わ
れ
た

一
〇
年
の
経
済
不
況
を
社
会
的
な
格
差
拡
大
で
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
日
本
、
と
も
に
抱
え
る
格
差
社
会
の
諸
問
題
を
日
中
の
社
会
科

学
者
が
協
力
し
て
解
明
に
取
り
組
も
う
と
い
う
の
が
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
狙
い
で
あ
り
、
ま
た
主
旨
で
も
あ
る
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
日
本
側
か
ら
は
渡
辺
雅
男
・
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
長
を
含
む
一
六
名
の
教
員
、
中
国
側
か
ら
は

張
再
興
・
清
華
大
学
校
務
委
員
会
副
主
任
・
副
学
長
お
よ
び
李
強
・
人
文
社
会
科
学
院
院
長
を
含
む
九
名
の
清
華
大
学
教
員
、
王
一

程
・
中
国
社
会
科
学
院
政
治
学
研
究
所
長
を
含
む
三
名
の
所
員
が
参
加
し
、
大
規
模
な
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
（
後
掲
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
参
照
）。
ま
た
、
社
会
学
部
が
三
年
連
続
で
開
い
て
い
る
連
続
市
民
講
座
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
本
シ
ン
ポ
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ジ
ウ
ム
は
、
市
民
、
学
生
、
内
外
の
専
門
家
を
聴
衆
に
迎
え
、
開
か
れ
た
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な
社
会
的
貢
献

の
実
を
も
示
し
た
。

開
会
初
日
（
一
七
日
）
の
午
前
一
〇
時
に
始
ま
っ
た
開
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
側
か
ら
は
西
村
可
明
・
一
橋
大
学
副
学
長
、

中
国
側
か
ら
張
再
興
・
清
華
大
学
副
学
長
、
王
一
程
・
政
治
学
研
究
所
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
一
橋
大
学
と
清

華
大
学
お
よ
び
社
会
科
学
院
と
の
今
後
ま
す
ま
す
の
学
術
交
流
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
へ
の
期
待
が
表
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
参

加
者
は
二
日
間
に
わ
た
り
四
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
日
本
と
中
国
が
直
面
す
る
社
会
的
格
差
の
現
状
と
対
策
を
報
告
し
、
議
論
を

交
わ
し
た
。
メ
イ
ン
会
場
で
開
か
れ
た
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
中
の
社
会
的
格
差
に
つ
い
て
主
に
構
造
的
視
点
か
ら
の
報
告
が

行
わ
れ
、
分
科
会
会
場
で
開
か
れ
た
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
格
差
社
会
に
お
け
る
価
値
観
と
モ
ラ
ル
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
二
日
目
の
一
八
日
は
、メ
イ
ン
会
場
の
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
格
差
と
政
治
状
況
が
取
り
上
げ
ら
れ
、第
四
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
格
差
社
会
を
克
服
す
る
理
念
と
し
て
市
民
社
会
論
が
検
討
さ
れ
た
。
総
じ
て
密
度
の
高
い
学
術
討
議
が
交
わ
さ
れ
、
日
中

学
術
交
流
の
大
き
な
成
果
を
後
に
残
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
狙
い
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
本
学
社
会
学
部
・

社
会
学
研
究
科
と
清
華
大
学
・
人
文
社
会
科
学
院
と
の
交
流
協
定
の
締
結
を
視
野
に
入
れ
た
学
術
交
流
の
第
一
弾
で
あ
る
と
い
う
点

で
あ
る
（
中
国
社
会
科
学
院
と
は
す
で
に
本
学
は
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
）。
近
年
目
覚
し
い
成
果
を
あ
げ
て
中
国
社
会

科
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
清
華
大
学
・
人
文
社
会
科
学
院
は
本
学
社
会
学
部
・
社
会
学
研
究
科
に
と
っ
て
は
最
高
の
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
た
こ
と
を
受
け
、
両
者
は
交
流
協
定
締
結
へ
向
け
、
共
同
歩
調
を
と
っ
て

い
く
こ
と
を
改
め
て
誓
い
合
っ
た
（
そ
の
後
二
〇
〇
八
年
一
一
月
、
両
者
は
部
局
間
交
流
協
定
を
締
結
し
た
）。

一橋社会科学 第6号 2009年3月
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プ
ロ
グ
ラ
ム

開
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
趣
旨
説
明
・
挨
拶
」

司
会
・
趣
旨
説
明

渡
辺
雅
男
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
長
）

挨
拶

一
橋
大
学

西
村
可
明
（
一
橋
大
学
副
学
長
）

清
華
大
学

張
再
興
（
清
華
大
学
校
務
委
員
会
副
主
任
・
副
学
長
）

中
国
社
会
科
学
院

王
一
程
（
中
国
社
会
科
学
院
政
治
学
研
究
所
長
）

（
通
訳

李
全
鵬
・
尤
維
芬
）

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
格
差
の
な
か
の
社
会
構
造
」

司
会

児
玉
谷
史
朗
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
教
授
）

第
一
報
告

町
村
敬
志
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
教
授
）

現
代
日
本
に
お
け
る
格
差
の
構
造

第
二
報
告

李
強
（
清
華
大
学
人
文
社
会
科
学
院
院
長
）

中
国
社
会
階
層
変
化
の
新
動
向

第
三
報
告

石
倉
雅
男
（
一
橋
大
学
経
済
学
研
究
科
教
授
）

日
本
に
お
け
る
非
正
規
雇
用
の
増
加
と
所
得
格
差
の
拡
大

〈シンポジウム報告〉
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第
四
報
告

朱
安
東
（
清
華
大
学
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
）

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
中
国
の
貧
富
格
差

コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー

（
日
本
側
）

渡
辺
雅
男
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
長
）

（
通
訳

史
文
華
・
ウ
リ
ジ
ャ
）

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
格
差
社
会
に
お
け
る
価
値
観
と
モ
ラ
ル
」

司
会

河
野
理
恵
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
専
任
講
師
）

第
一
報
告

孫
歌
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
客
員
教
授
）

沖
縄
認
識
の
視
座
に
つ
い
て

第
二
報
告

艾
四
林
（
清
華
大
学
人
文
社
会
科
学
院
副
院
長
）

現
代
中
国
の
大
学
生
の
モ
ラ
ル
意
識

第
三
報
告

加
藤
哲
郎
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
教
授
）

戦
後
日
本
の
政
治
意
識

第
四
報
告

趙
甲
明
（
清
華
大
学
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
セ
ン
タ
ー
副
主
任
）

貧
富
の
格
差
と
社
会
の
公
平

コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー

(日
本
側
)
嶋
崎
隆
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
教
授
）

一橋社会科学 第6号 2009年3月
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(中
国
側
)
王
雯
姝
（
清
華
大
学
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
セ
ン
タ
ー
副
主
任
）

（
通
訳

馮

雷
・
李
海
燕
）

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
格
差
と
政
治
状
況
」

司
会

三
谷
孝
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
教
授
）

第
一
報
告

王
一
程
（
中
国
社
会
科
学
院
政
治
学
研
究
所
長
）

中
国
に
お
け
る
政
治
発
展
の
モ
デ
ル
と
ル
ー
ト
に
つ
い
て

第
二
報
告

渡
辺
治
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
教
授
）

「
構
造
改
革
」
政
治
と
格
差
・
貧
困

第
三
報
告

楊
海
蛟
（
中
国
社
会
科
学
院
政
治
学
研
究
所
研
究
員
）

社
会
公
正

―
政
府
の
責
任

第
四
報
告

田
谷
聡
（
一
橋
大
学
国
際
・
公
共
政
策
大
学
院
教
授
）

地
域
間
格
差
と
地
方
財
政
調
整

コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー

(日
本
側
)
浅
見
靖
仁
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
教
授
）

(中
国
側
)
陳
紅
太
（
中
国
社
会
科
学
院
政
治
学
研
究
所
所
長
補
佐
）

（
通
訳

李
全
鵬
・
尤
維
芬
）

〈シンポジウム報告〉
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第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
格
差
社
会
の
克
服

―
市
民
社
会
を
め
ざ
し
て
」

司
会

林
大
樹
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
教
授
）

第
一
報
告

何
建
宇
（
清
華
大
学
人
文
社
会
科
学
院
政
治
学
部
講
師
）

中
国
市
民
社
会
の
理
論
的
探
求
と
実
証
研
究

第
二
報
告

高
田
一
夫
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
教
授
）

日
中
共
同
の
市
民
社
会
指
標
に
つ
い
て

第
三
報
告

韓
立
新
（
清
華
大
学
人
文
社
会
科
学
院
哲
学
学
部
准
教
授
）

市
民
社
会
と
中
国
の
発
展
問
題

第
四
報
告

渡
辺
雅
男
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
長
）

日
本
に
お
け
る
市
民
社
会
論
の
系
譜

コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー

（
日
本
側
）

猪
飼
周
平
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
准
教
授
）

（
中
国
側
）

韓
冬
雪
（
清
華
大
学
人
文
社
会
科
学
院
教
授
）（

通
訳

史
文
華
・
ウ
リ
ジ
ャ
）

総
括
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
こ
れ
ま
で
の
論
点

―
今
後
の
課
題
」

司
会

渡
辺
治
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
教
授
）

発
言
者

一橋社会科学 第6号 2009年3月

18



（
中
国
側
）

李
強
（
清
華
大
学
人
文
社
会
科
学
院
院
長
）

韓
冬
雪
（
清
華
大
学
人
文
社
会
科
学
院
教
授
）

（
日
本
側
）

高
田
一
夫
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
教
授
）

渡
辺
雅
男
（
一
橋
大
学
社
会
学
研
究
科
長
）

（
通
訳

馮

雷
・
李
海
燕
）

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
報
告

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
格
差
社
会
の
構
造
的
実
態
が
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
解
明
さ
れ
た
。

ま
ず
、
第
一
報
告
（
町
村
敬
志
「
現
代
日
本
に
お
け
る
格
差
の
構
造
」）
は
、
戦
後
日
本
の
格
差
構
造
に
つ
い
て
一
九
七
〇
年
代
を

境
に
質
的
な
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
新
た
な
格
差
拡
大
の
現
状
を
全
国
規
模
、
東
京
都
内
に
つ

い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
使
っ
て
分
析
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
格
差
現
象
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
か
、
一
つ
の
考
え
方
を
提

起
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
第
二
報
告
（
李
強
「
中
国
社
会
階
層
変
化
の
新
動
向
」）
は
、
現
代
中
国
に
あ
っ
て
改
革
開
放
以
降
、
階
層
構
造
の

「
定
型
化
」
の
現
象
が
出
現
し
た
こ
と
、
こ
れ
は
一
体
的
な
利
害
構
造
の
「
砕
片
化
」
が
同
時
進
行
し
て
い
る
結
果
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
、
社
会
変
動
の
中
か
ら
新
た
な
社
会
構
造
が
姿
を
現
し
つ
つ
あ
る
状
況
が
大
胆
に
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
第
二
報
告
で

は
中
国
中
産
階
層
の
現
状
に
つ
い
て
も
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
興
味
深
い
特
徴
（
全
人
口
に
占
め
る
規
模
の
小
さ
さ
、
独
立
自
営

層
を
中
心
と
し
た
雑
多
な
集
団
的
性
格
な
ど
）
が
指
摘
さ
れ
た
。

第
三
報
告
（
石
倉
雅
男
「
日
本
に
お
け
る
非
正
規
雇
用
の
増
加
と
所
得
格
差
の
拡
大
」）
は
、
近
年
の
日
本
に
お
け
る
所
得
格
差
の

〈シンポジウム報告〉
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実
態
が
さ
ま
ざ
ま
な
官
庁
統
計
を
用
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
報
告
は
、
年
間
所
得
の
要
因
分
解
と
い
う
手
法
に
よ
り
、
一
九
九
〇

年
代
以
降
の
所
得
格
差
の
拡
大
が
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
の
グ
ル
ー
プ
内
格
差
の
拡
大
よ
り
も
、
両
グ
ル
ー
プ
間
の
格
差
拡
大
に

よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
背
景
に
は
雇
用
者
責
任
を
放
棄
し
て
非
正
規
雇
用
に
頼
ろ
う
と
す
る
経
営
者
側
の
戦
略
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
四
報
告
（
朱
安
東
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
中
国
の
貧
富
格
差
」）
は
、
市
場
経
済
の
歴
史
の
な
か
で
貧
富
の
格
差

が
ど
の
よ
う
に
拡
大
し
た
の
か
を
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
考
え
る
こ
と
か
ら
議
論
を
開
始
し
、
中
国
経
済
の
成
長
構
造
に
潜
む
固
有
の

問
題
が
貧
富
の
格
差
拡
大
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
所
有
制
度
の
変
化
や
労
働
市
場
の
非
正
規
化
が
格
差
拡
大
の
直

接
的
要
因
で
は
な
い
か
と
問
い
か
け
た
。
報
告
は
、
政
府
に
よ
る
対
策
に
も
注
目
し
な
が
ら
、
更
な
る
提
言
を
積
極
的
に
行
っ
て
、

こ
れ
以
上
の
格
差
拡
大
を
阻
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
結
論
と
し
た
。

以
上
、
四
報
告
と
も
、
実
態
と
現
状
の
解
明
、
そ
の
要
因
分
析
、
政
策
的
対
応
な
ど
に
配
慮
し
た
充
実
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
報
告

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
タ
イ
ト
ル
は
「
格
差
社
会
に
お
け
る
価
値
観
と
モ
ラ
ル
」
で
あ
っ
た
が
、
報
告
は
そ
の
テ
ー
マ
を
包
括
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
よ
り
開
か
れ
た
対
話
へ
と
内
容
が
展
開
し
て
い
っ
た
。

ま
ず
、
第
一
報
告
（
孫
歌
「
沖
縄
認
識
の
視
座
に
つ
い
て
」）
で
は
、
沖
縄
と
本
土
の
格
差
問
題
は
、
そ
の
精
神
構
造
に
お
い
て
世

界
の
格
差
問
題
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
格
差
を
な
く
す
た
め
に
は
沖
縄
の
知
識
人
が
展
開
し
て
い
る
運
動
「
マ
ル
イ
フ
イ
」
に
よ

り
新
し
い
価
値
観
や
モ
ラ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
精
神
構
造
の
変
革
が
東
ア
ジ
ア
に
共
有
さ
れ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
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第
二
報
告
（
艾
四
林
「
現
代
中
国
の
大
学
生
の
モ
ラ
ル
意
識
」）
は
、
中
国
社
会
の
市
場
経
済
の
進
展
と
と
も
に
成
長
し
て
き
た
現

在
の
大
学
生
は
「
ポ
ス
ト
八
〇
大
学
生
」
や
「
一
人
っ
子
大
学
生
」
と
い
う
呼
び
方
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
新
し
い
価
値
観
を
も
つ
世

代
と
し
て
中
国
社
会
に
お
い
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
紹
介
が
あ
っ
た
。
ま
た
大
学
内
の
学
生
間
の
格
差
問
題
に
も
言
及
し
、
学

生
の
出
身
家
庭
の
違
い
に
よ
る
職
業
選
択
や
生
活
態
度
に
お
け
る
価
値
観
の
違
い
を
、
調
査
結
果
か
ら
浮
き
彫
り
に
し
た
。

第
三
報
告
（
加
藤
哲
郎
「
戦
後
日
本
の
政
治
意
識
」）
は
、「
豊
か
さ
を
抱
き
し
め
て
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
ま
ず
戦

後
か
ら
現
在
ま
で
の
「
豊
か
さ
」
の
指
標
の
変
遷
を
概
観
し
、
次
に
、
現
在
日
本
に
お
け
る
「
豊
か
さ
」
は
八
つ
の
動
詞
化
さ
れ
た

「
活
動
領
域
」
指
標
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
国
民
生
活
の
重
点
が
衣
食
住
と
い
っ
た
基
本
的
な
分
野
に
加
え
て
、

「
遊
ぶ
」「
学
ぶ
」「
交
わ
る
」
と
い
っ
た
自
由
時
間
の
活
用
と
密
接
に
関
連
す
る
分
野
に
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、「
豊
か
さ
」
を
多

面
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
四
報
告
（
趙
甲
明
「
貧
富
の
格
差
と
社
会
の
公
平
」）
は
、
現
在
の
中
国
の
都
市
部
と
農
村
部
の
収
入
格
差
を
具
体
的
数
字
で
示

し
、
そ
の
二
元
構
造
と
同
時
に
都
市
部
に
お
け
る
潜
在
的
な
二
元
構
造
も
指
摘
し
つ
つ
、
社
会
機
会
の
不
平
等
は
主
に
以
下
の
四
つ

の
分
野
、
す
な
わ
ち
教
育
機
会
、
就
職
機
会
、
医
療
と
社
会
保
障
、
コ
ネ
利
用
な
ど
の
不
正
行
為
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
た
。
政
府
が
実
施
す
る
「
西
部
大
開
発
戦
略
」
は
格
差
是
正
の
た
め
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
資
金
は

自
然
に
東
南
部
へ
と
流
れ
て
い
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
市
場
論
理
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
こ
と
の
結
果
で
あ
り
、
従
っ

て
中
国
の
貧
富
格
差
の
根
本
的
な
原
因
は
市
場
経
済
に
あ
り
、
格
差
の
解
決
策
と
し
て
は
社
会
主
義
制
度
の
優
越
性
に
よ
っ
て
社
会

公
平
と
社
会
正
義
を
実
現
す
る
ほ
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。（
こ
の
項
は
河
野
理
恵
が
執
筆
）

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
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第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
格
差
と
政
治
状
況
」
が
話
し
合
わ
れ
た
。

第
一
報
告
（
王
一
程
「
中
国
に
お
け
る
政
治
発
展
の
モ
デ
ル
と
ル
ー
ト
に
つ
い
て
」）
で
は
、「
中
国
的
な
特
色
を
も
っ
た
社
会
主

義
的
民
主
政
治
」
を
い
か
に
実
現
・
達
成
す
べ
き
か
、
そ
の
具
体
的
方
策
が
議
論
さ
れ
た
。
そ
の
歴
史
的
出
発
点
で
あ
る
一
九
七
八

年
の
改
革
開
放
以
来
、
民
主
化
の
課
題
は
、
社
会
主
義
的
民
主
政
治
の
制
度
化
、
規
範
化
、
プ
ロ
セ
ス
化
の
促
進
で
あ
る
こ
と
が
ま

ず
主
張
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
現
状
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
市
場
経
済
の
も
た
ら
す
弊
害
へ
の
取
り
組
み
、
立
法
・
行
政
の

一
体
化
に
よ
る
議
行
合
一
の
完
備
、
直
接
選
挙
に
よ
る
政
治
参
加
の
い
っ
そ
う
の
促
進
、
人
民
代
表
大
会
の
権
力
行
使
の
制
度
化
・

規
範
化
、
公
民
の
民
主
的
権
利
と
権
益
に
つ
い
て
の
制
度
的
保
障
、
民
族
区
域
の
自
治
制
度
の
充
実
な
ど
で
あ
る
。
報
告
は
最
後
に
、

政
治
改
革
の
目
標
が
中
国
的
特
色
を
も
っ
た
社
会
主
義
現
代
化
に
あ
る
こ
と
を
中
国
が
近
代
化
に
あ
た
っ
て
課
せ
ら
れ
た
歴
史
的
条

件
か
ら
説
明
し
た
。

第
二
報
告
（
渡
辺
治
「「
構
造
改
革
」
政
治
と
格
差
・
貧
困
」）
は
、
小
泉
政
権
の
も
と
で
の
「
構
造
改
革
」
政
治
を
新
自
由
主
義

政
治
の
日
本
的
な
現
れ
と
と
ら
え
、
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
社
会
的
諸
結
果
の
特
殊
性
に
焦
点
を
当
て
た
。
と
く
に
、
日
本
で
は
福
祉

国
家
に
代
わ
っ
て
、
社
会
統
合
の
安
定
を
支
え
て
き
た
企
業
社
会
統
合
と
地
方
の
自
民
党
利
益
誘
導
型
政
治
が
構
造
改
革
に
よ
っ
て

容
赦
な
く
改
変
さ
れ
、
し
か
も
非
福
祉
国
家
で
あ
っ
た
が
故
に
脆
弱
で
あ
っ
た
社
会
保
障
制
度
が
構
造
改
革
の
も
と
急
速
度
に
解
体

を
強
行
さ
れ
た
結
果
、
新
自
由
主
義
の
帰
結
と
し
て
生
ず
る
貧
困
化
と
格
差
の
増
大
が
、
極
め
て
破
壊
的
な
社
会
問
題
の
か
た
ち
で

顕
在
化
し
、
同
時
に
地
方
の
衰
退
・
破
綻
と
い
う
か
た
ち
で
も
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
報
告
（
楊
海
蛟
「
社
会
公
正

―
政
府
の
責
任
」）
は
、
社
会
的
公
正
を
確
保
す
る
う
え
で
政
府
の
責
任
が
大
き
い
こ
と
を
主

張
し
、
経
済
と
社
会
の
領
域
に
お
い
て
政
府
が
果
た
す
べ
き
公
平
性
の
機
能
を
五
つ
に
整
理
し
た
。
第
一
は
、「
健
全
な
収
入
配
分
制

度
の
確
立
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
当
初
配
分
か
ら
再
配
分
（
援
助
的
、
補
償
的
、
保
険
的
、
公
正
的
な
再
配
分
）
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
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領
域
で
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、「
社
会
保
障
制
度
の
健
全
化
」
で
あ
り
、
第
三
は
「
管
理
シ
ス
テ
ム
」、
第
四

は
「
公
正
な
市
場
の
確
立
」
で
あ
り
、
第
五
は
「
教
育
の
公
正
」
の
確
保
で
あ
る
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
対
す
る
政
府
介

入
を
通
し
て
、
市
場
経
済
が
達
成
で
き
な
い
社
会
的
不
公
平
を
是
正
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

第
四
報
告
（
田
谷
聡
「
地
域
間
格
差
と
地
方
財
政
調
整
」）
は
、
地
域
間
格
差
の
一
つ
で
あ
る
税
収
格
差
を
取
り
上
げ
、
そ
の
是
正

の
た
め
に
採
ら
れ
て
き
た
国
（
中
央
政
府
）
か
ら
地
方
公
共
団
体
（
地
方
政
府
）
へ
の
地
方
交
付
税
と
国
庫
補
助
金
の
交
付
と
い
っ

た
政
策
に
近
年
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
過
程
で
、
地
方
税
自
体
の
偏
在
是
正
が
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
都
市
部
（
東

京
）
か
ら
地
方
部
へ
の
財
源
移
転
と
い
う
、
地
方
政
府
同
士
の
政
府
間
関
係
の
問
題
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
デ
ー

タ
や
制
度
改
正
を
通
じ
て
説
明
し
た
。

第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
報
告

第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
格
差
社
会
の
克
服
の
道
筋
や
展
望
が
議
論
さ
れ
た
。

ま
ず
、
第
一
報
告
（
何
建
宇
「
中
国
市
民
社
会
の
理
論
的
探
求
と
実
証
研
究
」）
は
、
慈
善
・
公
益
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
中
国

の
現
状
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
所
得
の
第
三
次
分
配
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
う
し
た
社
会
団
体
の
活
動
が
中
国
に

お
け
る
市
民
社
会
成
立
の
鍵
を
握
る
こ
と
を
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
指
摘
し
た
。

第
二
報
告
（
高
田
和
夫
「
日
中
共
同
の
市
民
社
会
指
標
に
つ
い
て
―
指
標
の
基
本
的
な
考
え
方
」）
は
、
報
告
者
が
こ
の
間
、
清
華

大
学
と
共
同
で
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
社
会
指
標
を
踏
ま
え
、
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
市
民
社
会
理
解
を
積
極
的
に
定
式

化
し
つ
つ
、
日
中
両
国
の
社
会
に
お
け
る
公
共
性
の
芽
生
え
に
市
民
社
会
発
展
の
現
実
的
契
機
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

第
三
報
告
（
韓
立
新
「
市
民
社
会
と
中
国
の
発
展
問
題
―
中
国
に
お
け
る
市
民
社
会
論
」）
は
、
公
民
社
会
と
も
訳
さ
れ
る
一
九
九
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〇
年
代
以
降
の
中
国
市
民
社
会
論
の
議
論
を
取
り
上
げ
、
そ
の
理
論
的
・
政
治
的
背
景
を
紹
介
し
つ
つ
、
二
〇
〇
七
年
の
私
的
所
有

権
の
承
認
と
い
う
政
策
的
転
換
を
ど
の
よ
う
に
社
会
主
義
的
市
民
社
会
の
概
念
と
結
び
つ
け
る
か
と
い
う
、
中
国
市
民
社
会
論
に
固

有
の
根
本
的
な
問
い
を
提
起
す
る
。
市
民
社
会
と
階
級
社
会
の
二
重
性
と
い
う
観
点
か
ら
「
調
和
の
と
れ
た
社
会
」
を
築
き
上
げ
る

と
い
う
政
策
的
課
題
が
市
民
社
会
の
実
現
に
と
っ
て
の
カ
ギ
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

最
後
に
、
第
四
報
告
（
渡
辺
雅
男
「
日
本
に
お
け
る
市
民
社
会
論
の
系
譜
」）
は
、
日
本
の
市
民
社
会
論
の
系
譜
を
三
つ
に
分
け
、

経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
社
会
科
学
的
市
民
社
会
論
を
展
開
し
た
本
学
の
系
譜
（
大
塚
金
之
助
と
高
島
善
哉
）
を
政
治
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
（
Ｃ
・
Ｂ
・
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
）
と
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｔ
・
Ｈ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
）
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
格
差
社

会
を
克
服
す
る
現
代
的
な
市
民
社
会
概
念
の
発
展
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

以
上
、
四
報
告
と
も
、
格
差
や
不
平
等
の
現
実
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
克
服
す
る
理
念
を
市
民
社
会
の
う
ち
に
求
め
る
点
で
共
通
の

姿
勢
を
示
し
、
聴
衆
に
強
い
印
象
を
与
え
た
。
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